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637 Anabaena 　sp．お よ びFlavobacterium　sp．よ り構成 され る農薬浄化を目的とした人工 共生系

○早出広司、山本裕輔、高鶸修作（東農工 大
・工 ・生命工 ）

【目的1藍藻は独立栄養生物と して 水圏環境 に おける炭素な ら びに窒素循環 に重要な役割を担っ て い る 。

これ まで に 、 従属 栄養細菌が藍藻が産生す る有機化 合物を用 い て 活発 に増殖する こ とが 報告され て い る 。

本発表で は 藍藻として 窒素固定能力を有するAnabaena　sp．、従属栄養生物と して は有機リン系殺鶏剤分解能

を有す る Ftavobacterium　sp 、を用 い て 、
こ れ らから構成 される人工 共生系に よ る農薬分解 シ ス テ ム の 開発 を

目指 した。

匿方法lA 衄 飴   asp ．PCC7120 ｝ま窒紫源を含 ま な い 藍藻用培rkBGt　l−Nを用 い て 光照射下、30・Cで 定常期 ま

で培養した 。 Ftavobacterium　sp．は 既報
駐に従 っ て 培養 した 。 農薬として は有機リ ン系殺虫剤で あ るパ ラ オ キ

ソ ン お よ び フ ェ ニ トロ チオ ン （ス ミ チ オ ン ）を用い た 。 PCC7120の 培養上清な ら び に 灘G 韮1−N 培地 に

PCC712（細胞 と と もにFtavobacterium　sp 細胞を植菌し、細胞濃度 の 変化ならび に有機リン 系殺虫剤分解酵素、

ボ ス ホ トリエ ス テラ
ーゼ（P

’rE）の 活性の経時変化を観測 した 。 また、　aCC7120とFlavobacterium　sp ．と か ら構

成 さ れ る 入 工 共生系の 疑似（半）連続培養に つ い て も同様に検討した。

匿結果 お よび考察lPCC7120培養上清を用 い る こ と に よ り、Flavobacterium　sp．の培養が行なえる こ とが示 さ

れ た 。 さら に 、 その 時の   活性はBGII −N 培地単独 で Flavobacterium　sp ．を培養した ときの 約6倍の 活性が見

られ た 。 さ ら に疑似連続培養 にお い て も50時間以上 に わ た り人工 共生 系が安定に維持され、また高 い Frli活

性 も維持され た 。 この系に 10m酸 の フ ェ ニ トロ チオ ン を添加 した と こ ろ、55％ 以上 が分解さ れ て い る こ とが

わか っ た 。 以上 よ り、 構築 さ れ た人工 共生系 は安定に維持さ れ、さらに農 薬浄化機能を有する こ とが明か

と な っ た 。
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638 廃棄物最終埋立処勢場に おける生発解性 プラス チ ッ クの分 解菌の勢布

（大阪大 ・工 ・環境工 ）○石 垣智基 、 池道彦、藤 田正 憲

　1目的】プ ラス チ ッ ク廃棄物は最終処 分場にお い て 、 半永久的に残 留 し減量化

を妨 げ不 等沈 下 を引き起 こす な ど問題 視 され て い る。 そ れ に対 し各種生分解性

プラス チ ッ ク が 開発 され て い るが 、 最終処分場 にお ける分解挙動につ い て は ほ

とん ど知見がな く、 今後解明 され るべ き問題 とな っ て い る 。 こ こ で は最終処分

場 に お ける各種 生分解性 プ ラス チ ッ ク の 分解ポテ ン シ ャ ル を明 らか にす る こ と

を 目的 として 分解菌の 分布 を調査 した 。

　【方法お よび 結果］廃棄物最終埋 立処分場 よ り採取 した底泥 、 水 、 土壌中の 生

分解性 プ ラス チ ッ ク分解菌を希釈平板法に よ り計数 した。 生分解性 プ ラス チ ッ

ク と して 、 ポ リ ヒ ドロ キ
・
シ 酪酸、 ポ リ乳酸 、 酢酸セ ル m 一 ス

、 ポ リエ チ レ ン グ

リ ロ ー
ル 、 ポ リカ プ ロ ラ ク トン を用い 、 嫌気 、 好気両条件で 培養 し 、

コ V ニ ー

周 囲の 透明帯よ り検出す る 1勸 rlkawa らの 方法
1）
に よ り計数 した 。 また 栄養培地

を用 い て従属栄養細菌数 にっ い て も計数 を行 っ た 。 埋 立処 分場 で は嫌気性細菌

が優 占し て お り、 そ の i2 −9．6％が プ ラス チ ッ ク分解菌で あ っ た 。

一 方 、 好 気性細

．菌は少数で は あ る もの の 、 そ の 中に は 強い 活性を有す る もの が含 まれ てい た。

以上 よ り埋 立 地 を好気条件に維持管理す る事 で プ ラス チ ッ ク分解 が促進 され る

こ とが示唆 され た。
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